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ナノカーボンコーティング（開発品）

コーティング・物性例

①シリカ球状粒子の潤滑性向上（オイルに配合し潤滑液として評価）

②アルミニウム焼結体の硬度向上（原料粉体にコートし評価）

当社オリジナルコーティング技術により、粒子に極薄均一なカーボンコーティングが可能です。
カーボン層の効果により粒子表面に種々の機能を付与することができます。付与できる機能
として、分散性、充填性、電導性、熱伝導性、潤滑性、耐摩耗性、流動性、強度、緻密性などがあり
ます。

特徴

物性

用途/
キーワード

原料：シリカ球状粒子 ナノカーボンコートシリカ球状粒子

【ご注意】本資料は、お客様のご用途に応じた弊社製品をご検討いただくための参考資料であり、本資料中に記載の技術情報に関する知的財産権の使用を許諾するものではありません。また、弊社は、当該技術情報又
は弊社製品の使用が、特定用途への使用適合性または第三者の知的財産権を侵害していないことを含め何ら保証せず、当該使用によって発生するいかなる損害につきましても、何らの責任を負いません。
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ナノカーボンコート層（~1 nm） 

ナノカーボンコート粒子

分散性 ・相溶性

導電性・熱伝導性

潤滑性・耐摩耗性

流動性・高充填性

高強度・靭性コア：お客様所有の粒子

原料のサイズ、形状を損なうことなく均一極薄なカーボンコーティング可能

“表面を機能化”

ナノカーボン
コーティング

➡

シリカ

シリカ

シリカ（例①）

アルミナ

アルミニウム（例②）

表面性状・分散性

導電性

潤滑性

流動性・高充填性

強度（焼結体として）

絶縁性を導電性に

1000回摺動後も低摩擦係数を維持

低安息角・高嵩密度化

ビッカース硬度を20%向上

親水粒子を両親媒～疎水性粒子に

対象粒子 付与特性・キーワード 物性値

100
121.6

焼結体のビッカース硬度評価

硬度20%向上！

焼結

アルミニウム粉

ナノカーボンコーティング

アルミニウム焼結体 カーボンコートすることで焼結体の硬度向上

カーボンコートアルミニウム

高潤滑性を発現

● 導電・放熱・潤滑フィラー
● 焼結体原料(３Dプリンタ、粉末冶金)など

カーボンコートすることで、低摩擦係数と、耐久性（潤滑寿命）を発現

カーボンコートしていないと
徐々に摩耗していく期待される効果

※お手持ちの粒子へのカーボンコート可否は、お問い合わせください。
※目的によりコート層の炭素化度が調整可能

ナノカーボンコート可能な粒子には、アルミニウム、鉄、銅、シリカ、アルミナ、マグネシア、チタニア、
窒化ホウ素、窒化アルミニウムなどの金属・セラミックス粒子が挙げられます。
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